
焼却能力 ごみ焼却量

t/日 t ppm

１号炉 5,023.34 815 ～ 1,084 171 ～ 175 1～141※⑤

２号炉 5,476.15 1,045 ～ 1,243 172 ～ 175 1～11

600 １号炉 9,647.22 954 ～ 1,125 160 ～ 164 4～25

600 １号炉 14,864.85 1,045 ～ 1,179 164 ～ 166 1～3

600 １号炉 14,121.54 938 ～ 1,125 148 ～ 170 1～21

１号炉 5,856.95 865 ～ 1,172 172 ～ 175 0～6

２号炉

３号炉

１号炉 7,074.35 979 ～ 1,246 165 ～ 167 1～64

２号炉 8,163.54 912 ～ 1,173 165 ～ 174 0～46

３号炉

１号炉 770.19 876 ～ 921 162 ～ 164 3～51

２号炉 4,972.00 868 ～ 913 160 ～ 162 0～40

200 １号炉 1,468.97 849*④ ～ 972 146 ～ 157 0～112*①～③

１号炉

２号炉

１号炉 140.83 995 ～ 1,101 159 ～ 160 0～2

２号炉 2,703.64 1,031 ～ 1,183 154 ～ 158 2～4

１号炉 3,786.64 884 ～ 1,014 0～4

２号炉 3,211.21 896 ～ 994 0～6

１号炉 7,565.51 858 ～ 986 172 ～ 175 3～92

２号炉 7,487.43 893 ～ 1,015 171 ～ 173 3～13

１号炉

２号炉 3,131.65 1,011 ～ 1,128 167 ～ 173 0～20

１号炉 7,001.19 965 ～ 1,157 159 ～ 175 2～75

２号炉 5,630.60 947 ～ 1,097 159 ～ 165 2～28

１号炉

２号炉 4,086.30 915 ～ 1,010 168 ～ 188 0～61

１号炉 9,011.67 826 ～ 1,041 153 ～ 171 1～37

２号炉 8,985.01 828 ～ 1,050 152 ～ 178 2～34

第一 200 ３号炉 4,586.81 838 ～ 931 164 ～ 167 2～24

１号炉 7,117.16 890 ～ 1,026 156 ～ 173 2～19

２号炉 6,232.10 851 ～ 990 156 ～ 174 2～21

１号炉 7,704.22 898 ～ 1,023 155 ～ 167 0～77

２号炉 7,641.70 901 ～ 1,026 153 ～ 163 0～35

１号炉 3,691.88 884 ～ 1,099 155 ～ 173 2～38

２号炉 4,297.79 922 ～ 1,097 154 ～ 170 2～34

中　央

延命化工事

板　橋 600

155

焼却炉停止中

有　明
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港 900

豊　島 400
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注：大田清掃工場 第一工場１、２号炉、中防灰溶融施設、破砕ごみ処理施設は休止しています。

大
田

新 600

練馬 500

杉並 600

ボ
イ
ラ
設
備
の
除
じ
ん
は
ボ
イ
ラ
ス
ー

ト
ブ
ロ
ワ
又
は
ボ
イ
ラ
槌
打
装
置
に
よ
り
毎
日
実
施
す
る

。
ろ
過
式
集
じ
ん
器
の
除
じ
ん
は
空
気
式
自
動
洗
浄
装
置
に
よ
り
毎
日
実
施
す
る

。

品　川 600

葛　飾 500

世田谷

多摩川

足　立

定期点検補修

定期点検補修

定期点検補修

400

定期点検補修

700

300

焼却炉停止中



測定値が維持管理計画値を超過した理由（※）

＜逸脱理由＞

　*①　渋谷清掃工場　1号炉　令和3年8月7日(土)23:00

　　排ガス中の一酸化炭素濃度が、一時間平均値で112ppmを記録した。

　　原因は、燃焼が不安定となり、燃焼空気が不足したことによる。

　　直ちに燃焼空気量の調整及び蒸発量設定値の変更による燃焼改善を図ったが、

　　正常な燃焼状態に回復しなかったため、焼却炉内確認及び設備点検のため焼却炉を立ち下げた。　　

　*②　渋谷清掃工場　1号炉　令和3年8月11日(水)20:00

　　排ガス中の一酸化炭素濃度が、一時間平均値で72ppmを記録した。

　　原因は、燃焼が不安定となり、燃焼空気が不足したことによる。

　　直ちに燃焼空気量の調整及び蒸発量設定値の変更による燃焼改善を図ったが、

　　正常な燃焼状態に回復しなかったため、炉床の状態確認及び燃焼方法の確認のため

　　一時的にごみ供給を停止した。

      

　*③　渋谷清掃工場　1号炉　令和3年8月12日(木)16:00、17:00

　　排ガス中の一酸化炭素濃度が、一時間平均値で令和3年8月12日16時に66ppm、

　　17時に64ppmを記録した。

　　原因は、燃焼が不安定となり、燃焼空気が不足したことによる。

　　直ちに燃焼空気量の調整及び蒸発量設定値の変更による燃焼改善を図ったが、

　　正常な燃焼状態に回復しなかったため、炉床の清掃及び点検のため焼却炉を立下げた。

　*④　渋谷清掃工場　1号炉　令和3年8月20日(金)2:00

　　燃焼室ガス温度が、一時間平均値で849℃を記録した。

　　原因は、ごみ供給装置停止中に、再燃バーナの失火が多発したことによる。

　　直ちに燃焼空気量の手動介入、助燃バーナの運転、失火検知装置清掃を実施し燃焼改善を図ったが、

　　正常な燃焼状態に回復しなかったため、計画停止(中間点検）を前倒しし焼却炉を立ち下げた。

　*⑤　有明清掃工場　1号炉　令和3年8月3日(火)14:00

　排ガス中の一酸化炭素濃度が、一時間平均値で141ppmを記録した。

　原因は、給油配管からの油漏れによりストーカ駆動装置が停止し、燃焼管理ができなくなったことによる。

　その後、復旧の見込みがなかったため、焼却炉を立ち下げた。

　なお、焼却炉を立ち上げ、定常運転に移行した後は、維持管理計画値以下を維持した。
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